
「
夜
の
寝
覚
」
語
葉
論
的
考
察

二
十
五
回
生

漬

田

尚

子

間口

序

論

第
一
章
全
体
の
語
糞

第
一
節
言
語
量
に
つ
い
て

第
二
節
異
左
り
語
数
と
文
章
の
性
格

第
三
節
延
べ
語
数
か
ら
み
た
描
写
態
度

第
四
節
主
要
語
葉

K
つ
い
て

第
二
章
動
詞
の
語
嚢
及
び
語
法

第

一

節

語

数

K
つ
い
て

第
二
節
活
用
形

K
つ
い
て

第
三
節
音
便
形
に
つ
い
て

第
四
節
使
用
度
数
と
主
要
語
嚢

第
三
章
名
詞
及
び
形
容
詞
の
語
実

第

一

節

名

詞

K
つ
い
て

第

二

節

形

容

詞

K
つ
い
て

結

論

補

注

参
考
文
献

次

序

... ‘ 
日開

現
存
す
る
古
典
作
品
は
、
そ
の
文
学
的
価
値

K
つ
い
て
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
語
学
的

K
も
非
常

K
貴
重
な
言
語
資
料
と
し
て
興
味
あ

る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
菅
原
孝
標
女
の
作
と
推
測
さ
れ
る
「
夜
の
寝
覚
」
を

取
り
あ
げ
、

ζ

の
作
品

K
語
実
論
的
左
調
査
並
び

K
考
察
を
加
え
る

事

K
よ
っ
て
、
作
品
の
個
性
及
び
作
者
の
執
筆
態
度
を
探
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
一
作
品
の
語
棄
を
詳
細
に
調
査
分
析
す
る
事

K
よ
っ

て
、
今
後
の
革
問
委
論
の
体
系
確
立
の
為
の
一
資
料
を
提
供
し
た
い
と

思
う
。
猶
、
調
査
は
、
阪
倉
篤
義
他
編
「
夜
の
寝
覚
総
索
引
」

K
拠
っ
た
。

ζ

の
索
引
は
、
現
存
の
伝
本
類
で
最
古
と
さ
れ
て
い
る
松
平
文
庫
所

蔵
の
一
本
を
底
本
と
し
た
日
本
古
典
文
学
大
系
「
夜
の
寝
覚
」

K
即
し

て
編
ま
れ
て
必
り
、
調
査
資
料
と
し
て
も
信
頼
性
は
高
い
も
の
で
あ
る
。

A品
τ

唱

i

第
一
章
全
体
の
語
嚢

第
一
節
言
語
量

K
つ
い
て

日
本
古
典
文
学
大
系
「
夜
の
寝
覚
」

K
使
用
さ
れ
て
い
る
自
立
語

〉
企
》
！
防
止
ト
k

、
守泊司、五司、



自立語総数（延べ語数｝比較表

作品名 延べ語数 寝覚との比 備 考

夜の寝覚 44.093 100 

落窪物語 27.224 61. 7 江口先生の御調査Kよる

竹取物語 5目124 11.4 宮島氏の御調査Kよる

源氏物語 207.808 4 71.3 同 上

枕草子 32.906 74.6 同 上

徒然草 17.114 38.8 同 上

紫式部日記 8.737 19.8 同 上

更級日記 7.243 16.4 同 上

の
総
数
は
、
四
四
、

O
九
三
一
語
で
あ
る
。

と
の
舌
口
一
話
量
を

他
氏
の
調
査
に
よ

る
他
作
品
と
比
較

す
る
と
、
表
ー
の

よ
う

K
な
る
。
こ

の
表
か
ら
も
明
確

念
ょ
う

K
、
超
大

作
「
源
氏
物
語
」

を
別

K
す
れ
ば
．
、

「
夜
の
寝
覚
」

（
以
下
寝
覚
と
称

す
）
も
か
念
り
大

き
友
作
品
で
あ
る

と
言
え
る
。

大
野
晋
氏

K
よ
れ
ば
、
る
る
作
品
の
文
章
性
格
は
、
そ
の
作
品

K

使
用
さ
れ
て
い
る
品
調
別
異
念
り
語
数
の
比

K
よ
っ
て
、
る
る
程
度

知
る
事
が
で
き
る
。

寝
覚

K
使
用
さ
れ
て
い
る
異
念
り
語
数
は
五
、

0
0
五
語
、
そ
の

1> ＜表

第
二
節

異
左
り
語
数
と
文
章
の
性
格

日
本
古
典
文
学
大
系
「
夜
の
寝
覚
」

K
使
用
さ
れ
て
い
る
自
立
語

品調別異語数百分比表2> ＜表

体全その他動詞形容詞形容動詞名詞

5,005 257 2,204 420 318 1,806 語数

100 5.1 44.0 8.4 6.4 36.1 ¢ 

1> く図
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業
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20 

4 

品
詞
別
比
率
は
表
2
の
通
り
で
る
る
。
と
の
比
率
を
大
野
氏
、
伊
年

田
氏
、
稲
賀
氏
、
江
口
先
生
の
調
査
さ
れ
た
各
作
品
の
比
率
を
図
式

化
し
た
も
の

K
組
み
込
ん
だ
の
が
図
ー
で
あ
る
。

図
ー
か
ら
大
野
氏
の
説
K
従
え
ば
、
寝
覚
は
物
語
グ
ル
ー
プ
に
入

り
、
氏
が
「
描
写
絞
述
K
詳
細
を
極
め
」
て
い
る
と
言
わ
れ
た
源
氏



文
章
の
表
現
性
を
追
求
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
言
え
ば
、
異
走
り
語
数
よ
り
も
延

べ
語
数

K
つ
い
て
分
析
す
る
方
が
妥
当
性

が
強
い
と
言
え
る
。
次

K
示
し
た
表
3
は、

延
べ
語
数
の
百
分
比
で
あ
る
。

樺
島
忠
夫
・
寿
岳
章
子
両
氏
は
、
名
詞
N
の
比
率
及
び
M
V
R
と

い
う
数
値
を
算
出
す
る
事
K
よ
っ
て
、
文
体
の
傾
向
を
知
る
方
法
を

説
か
れ
て
い
る
。

M
V
R
と
は
氏
の
説
明

K
よ
れ
ば

事
扮
潤
・
事
椅
煙
甜
・
型
甜
・
縦
書
甜
G
替
富

冨
〈
同

W
H
i
l
l
i－
－

I
l
l
l
1
p
i
l
l
i－
－

I
l
l
i－
－

×

E
C

響
割
。
蝉
（
〈
）

と
い
う
式
で
表
わ
さ
れ
、
そ
の
値
が
大
き
け
れ
ば
「
る
り
さ
ま
描
写

的
ー
一
で
あ
り
、
小
さ
け
れ
ば
寸
動
き
描
写
的
」
で
あ
る
と
言
え
る
の

品詞別延べ語数百分比3> く表

全体その他動詞形容型商｜形容詞名詞

44.093 5,419 17,368 4,665 1,954 14,687 語数

物
語
よ
り
更

K
、
描
写
や
絞
述
が
細
や
か

K
念
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
る
訳
で
あ
る
。

更
K
興
味
あ
る
事
は
、
同
一
作
者
の
手

K
成
る
と
さ
れ
て
い
る
寝
覚
と
浜
松
中
納

言
物
語
と
が
、
他
作
品
と
は
離
れ
た
位
置

で
非
常
K
接
近
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

ζ

の
事
は
、
決
定
的
左
証
拠
と
は
念
り
得
念

い
K
し
て
も
、
作
者
類
推
の
一
つ
の
手
懸

り
と
は
な
り
得
ょ
う
。

100 12.3 39.4 10.6 4.4 

第
三
節

延
べ
語
数
か
ら

み
た
描
写
態
度

33.3 
争

MV  R比較表

万 古 後 伊 竹 土 婿 更 徒 方 源 大 寝

集 今 撰 勢 取 佐 蛤 級 然 丈 氏 鏡 覚

N 53.0 53.1 50.9 49.3 45.0 49.8 40.7 52.5 46.8 44.2 49.5 51.8 41.6 53.l 33.3 

MVR 33.l' 32.1 33.6 36.6 36.7 44.2 53.8 67.8 53.9 69.6 54.7 58.9 76.2 57.3 66.8 

N及び4> ＜表

で
あ
る
。

ま
た
N
K
つ
い
て
は
、
そ
の
比
率

が
大
き
け
れ
ば
「
要
約
的
文
章
」
と
一

考
え
ら
れ
、
小
さ
け
れ
ば
「
描
写
的

文
章
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
の
二
つ
の
数
値
を
組
み
合
わ
せ
、

他
作
品
と
比
較
す
る
事
K
よ
っ
て
、

そ
の
作
品
の
文
体
・
表
現
の
傾
向
を

知
る
事
が
で
き
る
訳
で
あ
る
。
表
4

は
、
古
典
対
照
語
い
表
で
調
査
さ
れ

て
い
る
作
品

K
つ
い
て

N
と
M
V
R

を
算
出
し
、
寝
覚
の
調
査
結
果
と
比

較
し
た
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
表

K
よ
る
と
、
寝
覚
の

N
の

値
は
三
三
、
一
ニ
で
非
常
K
小
さ
く
、

M
V
R
の
値
が
六
六
、
八
で
他
作
品

K
比
し
て
大
き
い
事
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
と
の
作
品
は
非
常
K
描

写
的
念
文
章
で
あ
る
上
K
、
「
あ
り
さ

ま
描
写
的
」
左
文
章
傾
向
を
示
し
て

い
る
訳
で
あ
る
。
と
の
事
は
先
に
異

念
り
語
数
の
考
察
K
よ
っ
て
得
た

「
描
写
・
殺
述
が
細
や
か
で
あ
る
」
と

い
う
結
果
を
更

K
補
強
す
る
も
の
で

あ
る
。
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的
h

一
で
あ
り
、
小
さ
け
れ
ば
「
動
き
描
写
的
」
で
あ
る
と
言
え
る
の

第
四
節

主
要
語
葉
K
つ
い
て
（
略
）

第
二
章
動
調
の
語
集
及
び
語
法

第
一
節
語
数
K
つ
い
て

動
詞
の
語
教
は
、
先

K
示
し
た
よ
う

K
異
念
り
語
数
二
、
二

O
四

語
（

ω労
）
、
延
べ
語
数
一
七
、
三
六
八
語
（
制
労
）
で
あ
る
。

ζ

の
比
率
は
他
作
品

K
比
し
て
高
い
事
も
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

ζ

の
語
数
を
活
用
の
種
類
別

K
み
る
と
、
や
は
り
四
段
活
用
が
最

も
多
ぐ
使
用
さ
れ
、
異
念
り
語
数
で
全
動
詞
の
印
d
p
、
延
べ
語
数
で

日
¢
を
占
め
て
い
る
。
次
K
多
い
の
は
下
二
段
活
用
で
、
寝
覚
の
場

合
、
他
作
品

K
比
し
て
も
そ
の
比
率
が
高
い
。

ま
た
、
平
安
時
代
K
上
代
の
四
段
活
用
が
次
第
K
下
二
段
活
用

K

変
化
定
着
し
た
と
さ
れ
る
語
の
中
で
「
乱
る
・
忘
る
」
の
二
語
K
古

い
活
用
の
四
段
活
用
が
残
っ
て
い
る
事
が
わ
か
っ
た
。

「
乱
る
」
の
場
合
、
下
こ
段
活
用
が
五
一
一
例
、
四
段
活
用
が
八
例

見
え
る
。
し
か
し
と
の
八
例
は
、
全
て
「
心
・
心
地
」
等
が
乱
れ
る

と
い
う
場
合
K
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。
下
二
段
活
用
の
用
例

K
も

「
心
が
乱
れ
る
」
と
い
う
用
法
は
あ
る
の
で
、
絶
対
的
で
は
念
い
が
、

寝
覚
の
場
合
、
非
常
K
狭
い
範
囲
で
保
守
的
左
四
段
活
用
が
残
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
忘
る
」

K
は
、
四
段
活
用
の
用
例
が
二
例
あ
る
が
、
と
の
二
例

は
何
れ
も
未
然
形
で
下
接
語
が
助
動
詞
「
る
」
で
あ
る
。
同
時
代
の
他
作

品
を
み
て
も
、
四
段
活
用
の
用
例
は
全
て
未
然
形
で
「
る
」

K
続
い
て

い
る
か
ら
、
平
安
期
K
は
「
J

忘
ら
る
」
の
形
が
定
着
し
た
と
考
え
て
よ
い
。

N 

MV: 

U
6
4痢
田
河
を
冨
w
F
M
ド
キ
管
制
加
す
之
、
も
¢
て

あ
る
。

動
詞
の
音
便
形
が
文
献
K
現
わ
れ
る
の
は
、

降
だ
と
言
わ
れ
る
。

寝
覚
K
用
い
ら
れ
て
い
る
音
便
形
の
数
を
示
す
と
、
連
用
形
イ
音

便
が
一
七

O
例
（
四
段
一
六
九
例
、
サ
変
一
例
）
、
連
用
形
ウ
音
便

が
五
例
（
四
段
）
、
搬
音
便
が
七
八
例
（
四
段
連
用
形
一
例
、
－
フ
変

連
体
形
七
七
例
）
で
あ
る
。

と
と
で
は
、
こ
れ
ら
の
音
便
形
の
う
ち
四
段
活
用
の
連
用
形
か
ら

音
便
し
て
い
る
も
の
を
中
心

K
考
察
し
た
い
。

四
段
活
用
の
音
便
形
は
八
四
語
一
七
五
例
で
あ
る
。

ζ

の
数
値
か

ら
、
次
の
式
で
音
便
率
を
算
出
す
る
と
、

時
宿
出
w
開
λ
酷

糊

河

時
期
梯

H
i
l
l
i－－
－

－

1
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
×
5
0

時
商
事
醇
λ
剖
潤
＋
油
迅
速
官
λ
甜
潤
￥
琳
寓
明
）

寝
覚
は
、
四
、
四
六

婦
と
い
う
音
便
率
が

得
ら
れ
る
。
と
の
数

値
を
江
口
先
生
の
調

査
さ
れ
た
七
作
品
と

比
較
す
る
と
表
5
の

通
り
で
あ
る
。

表
5
K
よ
れ
ば
、

寝
覚
が
非
常
K
高
い

第
二
節

活
用
形
K
つ
い
て
（
略
）

第
三
節

音
便
形

K
つ
い
て

音便率比較表

音便形 連用形 音便率

竹取 4 611 0.65~ 

土佐 4 237 1.66 

伊勢 13 681 1.87 

大和 43 1,786 2.42 

源氏 506 22,399 2.25 

枕 28 3,049 0.91 

更級 17 631 2.62 

寝覚 1 7.5 3,753 4.46 

く表s>

一般

K
平
安
初
期
以
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音
便
率
を
示
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
次
点
の
大
和
物
語
の
二
、
四

¢
の
約
二
倍
の
音
便
率
で
あ
る
。

し
か
し
、

ζ

の
数
値
は
音
便
し
な
い
行
を
含
め
た
音
便
率
で
あ
る

か
ら
、
次
に
イ
音
便
を
す
る
ヵ
、
ガ
サ
行
の
音
便
率
を
先
と
同
様
K

算
出
す
る
と
、
一
一
二
、
二
%
（
サ
行
の
み
で
は
一
六
、
八
係
）
の
数

値
が
得
ら
れ
、
江
口
先
生
の
調
査
さ
れ
た
源
氏
物
語
の
四
、
五
係
と

い
う
数
値
の
約
三

1
四
倍
の
比
率
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
K
音
便
形
が
ど
の
よ
う
念
語

K
続
い
て
い
る
時

K
生
じ
て
い
る

の
か
を
調
査
す
る
と
、
イ
音
便
の
場
合
、
下
接
語

K
は
「
て
・
給
ふ

・
た
り
・
奉
る
」
等
が
挙
げ
ら
れ
、
助
動
詞
「
き
」
の
活
用
形
「
し

・
し
か
」

K
続
く
三
例
を
除
い
て
全
て
、
タ
行
音
で
始
ま
る
語
に
続

い
て
い
る
。

次
K
ウ
音
便

K
つ
い
て
み
る
と
、
ウ
音
便
は
「
思
ふ
」
一
語
で
五

例
見
ら
れ
る
。
と
の
五
例
は
全
て
下
二
段
活
用
の
「
給
ふ
」

K
続

い
て
い
る
。
従
っ
て
、
寝
覚

K
於
い
て
は
、
ウ
音
便
は
ま
だ
限
ら
れ

た
用
法
し
か
左
い
と
言
え
る
。

四
段
活
用
連
用
形
の
音
便

K
は
、
以
上
の
イ
音
便
ウ
音
便
の
他
に

も
う
一
例
、
援
音
便
が
み
ら
れ
る
。

一
般
に
、
平
安
時
代
の
和
文
に
は
搬
音
便
は
見
え
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
源
氏
物
語

K
一
例
あ
る
が
、
こ
れ
は
漢
文
訓
読
の
朗
読
の
部

分
で
あ
り
、
ま
た
土
佐
日
記
の
一
例
も
男
性
の
手
に
成
る
も
の
で
あ

る
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。

寝
覚
K
於
い
て
も
綴
音
便
は
こ
の
一
例
だ
け
で
、
他

K
は
例
が
－
な

い
の
で
あ
る
が
、
と
の
作
品
の
場
合
、
源
氏
の
例
の
よ
う

K
訓
読
の

用
法
で
も
左
く
、
主
人
公
の
様
子
を
述
べ
る
地
の
文
で
あ
る
。
ま
た
、

ζ

の
部
分
は
、
他
の
写
本

K
も
校
異
は
念
い
。
従
っ
て
、
と
の
事
実

か
ら
、
純
粋
な
和
文
に
撤
音
便
の
例
が
な
い
と
い
う
説
は
否
定
さ
れ
念

け
れ
ば
左
ら
な
い
。

さ
て
、
連
用
形
の
用
例

K
は
、
も
う
一
例
特
殊
念
音
便
形
が
存
在

す
る
。
そ
れ
は
サ
変
の
連
用
形
「
訟
は
し
」
が
イ
音
便
化
し
た
も
の

で
あ
る
。
一
般

K
サ
変

K
は
音
便
形
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
音

便
が
起
と
る
の
が
、
両
母
音

K
は
さ
ま
れ
た
K
・
G
－

S
が
脱
落
す

る
現
象
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

od
『恒三
u
q

向。d
g
時
（
か
は
し
！
な
は
ひ
）

K
転
じ
て
も
良
い
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
用
例
の
下
接
語
が
「
た

る
」
で
、
前
に
述
べ
た
タ
行
音
で
あ
る
事
か
ら
も
音
便
化
の
条
件
は
整

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
他
の
サ
変
で
同
様
の
条
件
が
整

っ
て
い
る
も
の
に
音
便
化
の
現
象
が
み
ら
れ
－
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ζ

の
用

例
は
、
写
本
の
書
写
の
際
、
サ
行
四
段
活
用
連
用
形
の
イ
音
便
と
同

じ
感
覚
で
音
便
化
し
て
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
則
さ
れ
る
。

し
か
し
念
が
ら
な
な
、
と
の
用
例
及
び
先
の
機
音
便
の
用
例
に
つ

い
て
は
今
後
の
研
究
の
余
地
を
然
し
て
い
る
と
考
え
’
D
O

。。
唱
E
A

第
四
節

使
用
度
数
と
主
要
語
嚢

動
詞
の
使
用
度
数
分
布
を
調
べ
る
と
、
使
用
度
数
六
一
回
以
上
の

三
六
語
で
、
延
べ
語
数
五
、
九
八
六
語

K
及
び
、
全
動
詞
の
約
四
三

dw
を
占
め
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
実
際

K
は
ど
の
よ
う
な
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
次

K
動
詞
の
主
要
語
実
上
位
三

O
語
を
表
6
①
②

と
し
て
示
し
た
。
ま
た
、
比
較
の
た
め

K
、
寿
岳
氏
の
調
査

K
よ
る



用
法
で
も
念
〈
、
主
人
公
の
様
子
を
述
べ
る
地
の
文
で
あ
る
。
ま
た
、

と
し
て
示
し
た
。
ま
た
、
比
較
の
た
め

K
、
寿
岳
氏
の
調
査

K
よ
る

動詞主要語集表

願
古本説話集

順
夜 の 寝 覚

位 語 度数 %。 位 語 度数 %， 

1 言ふ 270 20.8 1 あり 1,046 25.6 

2 あり 250 19.2 2 はベり 546 13.4 

3 す 220 16.9 3 す 527 12.9 

4 思ふ 160 12.3 4 おもふ 509 12.5 

5 見る 150 11.5 5 見る 461 11..3 

6 成る 116 8.9 6 ぉぽす 363 8.9 

7 参る 100 7.7 7 言ふ 259 6.3 

8 申す 87 6.7 8 ぉぼゆ 190 4.7 

9 候ふ 72 5.5 ，， き乙ゆ 190 " 
10 よむ 60 4.6 10 成る 188 4.6 

11 見ゆ 54 4.1 11 参る 182 4.5 

12 知る 52 4.0 12 知る 161 3.9 

，， 来 52 4.0 13 のたまふ 151 3.7 

14 食ふ 41 3.1 14 聞く 149 3.7 

15 取らす 37 2.8 15 見ゆ 132 3.2 

" 造る 37 ,, 16 渡る 130 3.2 

,, 取る 37 ,, 17 おはします 105 2.6 

18 居る 36 2.8 18 出づ 103 2.5 

19 息ゆ 35 2.6 19 おはす 85 2.1 

20 のぼる 34 2.5 20 申す 80 2.0 

21 おはします 32 2.5 21 おぼしめす 75 1.8 

,, 聞く 32 II II さぶらふ 75 II 

II 返る 32 ，， 23 もてなす 74 1.8 

” 失す 32 II ，， ものす 74 II 

25 入るく周＞ 31 2.3 25 きり（然） 67 1.6 

II 出づ 31 ” 26 しのぶ 64 1.6 

27 仰せらる 30 2.2 27 きとえさす 57 1.4 

28 問ふ 29 2.2 28 ごらんず 56 1.4 

29 行く 28 2.2 29 かく（掛懸） 52 1.3 

30 出でく 27 1. 7 fl ま由日づ 52 ，， 

n叫
d’E 

②＞ 6 く表



＜表 6 ⑦＞動詞主要語象表

j願 源 氏 物 語 l願 落 窪 物 語

位 語 度 数 %。 位 語 度数 %。

1 あり 22.5 1 す 599 22.0 

2 す 14.0 2 あり 578 21.2 

3 思、ふ 12. 7 3 言ふ 504 18.5 

4 見る 9.5 4 思ふ 500 18.4 

5 おぼす 9.2 5 宣ふ 412 15.1 

6 き乙ゆ 8.2 6 見る 282 10.4 

7 L、~ 6.2 7 侍り 175 6.4 

8 はベり 6.0 8 開ゆ 166 6.1 

9 のたまふ 5.4 9 おはす 163 6.0 

10 成る 4.9 10 思す 158 5.8 

11 見ゆ 4.4 11 成る 130 4.8 

12 おぼゆ 3.8 12 申す 129 4.7 

13 まゐる 3.5 13 聞く 125 4.6 

14 おはす 3.4 14 参る 120 4.4 

15 知る 3.2 15 知る 112 4.1 

16 聞く 2.9 16 出づ 89 3.3 

17 附・着く 2.8 17 臥す 72 2.6 

18 ものす 2.6 " 覚ゆ 72 " 
19 おはします 2.2 19 取る 70 2.6 

20 出づ 1. 9 fl 斯かり 70 " 
21 渡る 1. 8 21 立つく四＞ 68 2.5 

22 さぶらふ 1. 8 22 奉る 67 2.5 

23 もてなす 1.6 23 渡る 66 2.4 

24 すぐす 1.4 24 笑ふ 65 2.4 

25 まさる 1. 3 25 書く 58 2.1 

26 書く 1.2 26 居る 55 2.0 

27 思ひ出づ 1.2 27 見ゆ 54 2.0 

28 入る 1.1 28 仕うまつる 51 1.9 

29 すぐ 1.1 29 入る＜四＞ 50 1.8 

30 ふ（経） 1.0 30 然り 48 1.8 

-20-



＜一順
位

lC 

11 

u 

源
氏
物
語
、
江
口
先
生
の
調
査

K
よ
る
落
窪
物
語
、
山
内
氏
の
調
査

に
よ
る
古
本
説
話
集
の
上
位
三

O
語
を
並
列
し
て
表
示
し
た
。

と
の
表
を
見
る
と
、
寝
覚
は
、
同
じ
物
語
ジ
ャ
ン
ル
の
源
氏
、
落

窪
と
非
常
に
似
た
上
位
語
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
、
古
本
説
話
集
と

は
共
通
語
が
少
な
い
。

次

K
上
位
三

O
語
ま
で
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
と
の
共
通
語

を
み
る
と
、
表
7
の
通
り
で
あ
る
。

1~ 

14 

1~ 

1E 

11 

H 

H 

2C 

21 

2~ 

2< 

24 

2~ 

2E 

2• 

21 

ζ

の
表
か
ら
も
明
確
な
よ
う

K
、
三

O
語
の
う
ち
二
二
語
は
源
氏

と
共
通
し
て
か
り
、
落
窪
と
も
二

O
語
の
共
通
が
あ
る
。
そ
れ

K
対

し
、
古
本
説
話
集
と
は
、
半
数
の
一
五
語
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
共
通
語
と
は
逆

K
寝
覚

K
の
み
現
わ
れ
る
語
が
六
語
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
寝
覚
の
特
色
が
見
ら
れ
る
も
の

K
つ
い

て
考
察
す
る
。

こ
の
六
語
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

「hvぼしめす・き

作品 共 通 語 語数

寝覚 あり・はベり・す・思ふ・見る・ぉぼす・言ふ・

と おぼゆ・きとゆ・成る・参る・知る・のたまふ・ 20 

落窪 聞く・見ゆ・渡る・出づ・おはす・申す・きり

寝覚
あり・はべり・す・思ふ・見る・ぉぼす・言ふ・

おぼゆ・き乙ゆ・成る・参る・知る・のたまふ・
と 22 

源氏
聞く・見ゆ・渡る・おはします・出づ・おはす・

さぶらふ・もてなす・ものす

寝覚 あり・す・思ふ・見る・言ふ・ぉぼゆ・成る・参
と
る・知る・聞く・見ゆ・おはします・出づ・申す 1 5 

古本
説話 ・さぶらふ

寝覚 あり・はベり・す・思ふ・見る・ぉぼす・言ふ・
と
落窪 おぼゆ・き乙ゆ・成る・参る・知る・のたまふ・ 1 8 ． 
見ゆ・渡る・聞く・出づ・おはします源氏

寝覚 あり・す・思ふ・見る・言ふ・おJぼゆ・成る・参
と 1 3 
落窪 る・知る・聞く・見ゆ・出づ・申す． 
古本

寝覚
あり・す・思ふ・見る・言ふ・ぉぼゆ・成る・参

と
源氏 る・知る・聞く・見ゆ・おはします・出づ・さぶ

1 4 

． 
古本 らふ

作四 あり・す・恩ふ・見る・言ふ・ぉぼゆ・成る・参
1 2 

品 る・知る・聞く・見ゆ・出づ

寝覚 おぼしめず・しのぶ・きとえさす・ごらんず・掛
6 

のみ く・まかづ

上位30語の共通語＜表7>

2( 

3( 

旬
．ワ“



と
え
さ
す
」
の
二
語
で
あ
る
。

ζ

の
二
語
は
何
れ
も
敬
語
「
な
ぼ
す

・
き
と
ゆ
」
の
敬
意
を
更

K
深
め
た
も
の
で
あ
る
。

源
氏
物
語
で
は
、
と
の
こ
語
の
う
ち
「
な
ぼ
し
め
す
」
は
五
九
語

（
側
協
）
「
き
こ
え
さ
す
」
が
複
合
語
で
二

O
語
（
鵬
ル
）
で
あ
る
。

と
の
比
率
を
寝
覚
の
「
b
ぼ
し
め
ず
」

M
W畑
、
「
き
と
え
さ
す
」
M
M畑、

と
比
べ
る
と
か
念
り
低
い
事
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
hv
ぼ
す
－

b
ぼ

し
め
す
」

K
限
っ
て
見
る
と
、
寝
覚
で
は
「
hv
ぼ
す
」
の
四
分
の
一

の
割
合
で
「
な
ぼ
し
め
す
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の

K
対
し
、
源
氏

名詞主要語集表

I！原 語 度数 %。 J願 誇 度数 %。
容T. 位

1 乙と（事） 773 18.9 26 けはい 75 1. 8 

2 ひと（人） 60 7 14.9 27 君 74 1. 8 

3 こころ 520 12. 7 28 夜 73 1.8 

4 程 3 5 1 8.6 29 昔 72 1.8 

5 けしき 268 6.6 30 それ 69 1. 7 

6 心地 256 6.3 31 なか（中〉 68 1. 7 

7 者・物 238 5.8 32 ところ 67 1. 6 

8 様 237 5.8 33 ふみ（文・書） 66 1. 6 

9 方 234 5. 7 34 おまえ（御前） 64 1.6 

10 さま（様） 233 5. 7 ，， ζ よひ 64 If 

11 よ（世・代） 21 0 5.1 36 ひとびと 63 1. 5 

12 4- 20 2 4.9 37 限 62 1. 5 

13 身 19 3 4.7 " 自 6 2 ' If 

14 我 174 4.3 If 折 62 ，，， 

15 うへ（上） 139 3.4 40 契 61 1.5 

16 うち（内・中） 137 3目4 41 伊j 58 1.4 

17 殿 132 3.2 42 おとど 56 1.4 

18 有様 131 3.2 43 だいなどん 54 1. 3 

19 まま 120 2.9 44 夢 52 1. 3 

20 これ 116 2.8 45 せうしゃう 5 1 1.2 

21 姫君 101 2.5 46 をんな 49 1. 2 

22 何 99 2.4 47 けふ 48 1. 2 

23 宮 93 2.3 48 顔 47 1. 2 

24 後 83 2.0 ，， 月 47 If 

25 なみだ 82 2.0 ，， Kふだふどの 47 If 

く表s>ご
キ
よ
三
、
J
ふ
J

う
一

E
r
r－bZ
吋
っ
と
併
D
F
E

。

q

b
昆「
hf
コ
〉
霊
法
固
円
子
門
ゴ
一
三
コ
集
戸
乞
y
q
L
－悼勺

t
・コ

t
る
。
ま
た
、

ワムワ
ω



く

順

位

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

で
は
三

O
分
の
一

K
す
ぎ
念
い
の
で
あ
る
。

一
般

K
源
氏
物
語
で
は
、
二
重
尊
敬
は
帝
階
級
の
人
K
の
み
用
い

ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
寝
覚
で
は
「
b
ぽ
し
め
す
・

き
と
え
さ
す
」
が
帝
を
初
め
と
し
、
主
人
公
中
納
言
（
大
納
言
）
、

寝
覚
上
、
女
主
人
公
の
父
入
道
、
兄
の
宰
相
等

K
対
し
て
ま
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
お
ぼ
す
・
き
乙
ゆ
」

K
限
っ
て
言
え
ば
、
源
氏
物
語
よ

り
も
敬
語
の
使
用
範
囲
が
広
い
と
言
え
る
訳
で
あ
る
。

第
三
章
名
詞
及
び
形
容
詞
の
語
嚢

第
一
節
名
詞
K
つ
い
て

寝
覚
K
使
用
さ
れ
て
い
る
名
詞
の
語
数
は
、
異
念
り
語
数
一
、
八

O
六
語
、
延
べ
一
四
、
六
八
七
語
で
あ
る
。

名
詞
の
主
要
語
葉
五

O
語
を
列
挙
す
る
と
表
8
の
通
り
で
あ
る
。

と
の
表
か
ら
は
、
「
け
し
き
・
心
地
」
等
の
語
が
上
位

K
位
置
し
て 12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

22 

21 

23 

24 

25 

い
る
事
か
ら
心
理
描
写
の
言
葉
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

ζ

と
K
は
掲
げ
念
か
っ
た
が
、
大
野
晋
氏
が
ま
と
め
ら
れ
た
一

O
作
品

の
基
本
語
嚢
表
の
名
詞
と
比
べ
れ
ば
、
心
理
描
写
の
語
が
多
〈
、
自

然
描
写
の
語
が
少
な
い
事
が
明
瞭
で
あ
る
。
更
K
、
「
念
み
だ
・
契

・
夢
」
等
の
語
が
上
位
進
出
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
が
、
と
れ
は
心

理
描
写
の
語
と
共
K
、
寝
覚
の
主
題
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る。

第
二
節

形
容
詞
K
つ
い
て

形
容
詞
は
、
異
念
り
語
数
回
二

O
語
、
延
べ
四
、

数
を
持
つ
。

動
詞
と
同
様
K
形
容
詞
の
連
用
形
ウ
音
便

K
つ
い
て
音
便
率
を
調

べ
る
と
、
日
係
で
、
北
原
保
雄
氏
の
調
査
K
よ
る
源
氏
物
語
の
抑
婦
、

枕
草
子
の
刷
¢
等
K
比
べ
る
と
非
常
K
低
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。

主
要
語
集
は
表
9
K
示
す
通
り
で
あ
る
が
、

ζ

の
表
か
ら
も
「
〈

六
六
五
一
語
の
器
開

内d
qL 

！贋
語 度数 %。

位

1 t~ し傑•t:) 456 11.2 

2 ＂、名ιじ 420 10.3 

3 よし 97 2.4 

4 くるし 84 2.1 

5 ,c,，ぐるし 73 1.8 

6 憂し 72 1.8 

7 あきまし 71 1. 7 

8 心憂し 67 1.6 

9 あやし 66 1.6 

10 カBなし 64 1. 6 

11 s，車、し 64 1. 6 

12 くちをし 63 1. 5 

13 うれし 57 1.4 

14 かぎりなし 57 1.4 

15 わりなし 56 1.4 

16 近し 55 1. 3 

17 めでたし 54 1. 3 

18 いとほし 51 1.2 

19 L、主こし 49 1.2 

20 おぼつかなし 49 1.2 

21 はづかし 47 1.2 

22 あさし 45 1.1 

23 乙乙ろやすし 44 1.1 

24 さりげなし 44 1.1 

25 よろし 44 1.1 

26 おなじ 43 1.1 

27 多し 41 1.0 

28 うらめし 39 1.0 

29 をかし 37 0.9 

30 わびし 35 0.9 

形容詞主要語集く表93>



る
し
・
心
苦
し
・
憂
し
・
あ
き
ま
し
・
心
憂
し
・
く
ち
を
し
」
等
、

心
痛
を
表
現
す
る
語
の
上
位
進
出
が
目
立
つ
。
つ
ま
り
、
名
調
の
場

合
と
同
様
、
寝
覚
の
主
題
意
識
が
知
れ
る
訳
で
あ
る
。

結

5命

以
上
、
「
夜
の
寝
覚
」
の
語
葉
量
の
調
査
、
並
び

K
動
詞
を
中
心

K
名
詞
、
形
容
詞

K
百
一
つ
て
の
主
要
語
実
及
び
語
法
の
調
査

K
よ
っ

て
、
夜
の
寝
覚
の
語
学
的
考
察
を
試
み
て
き
た
。

夜
の
寝
覚
は
、
自
立
語
の
異
な
り
語
数
五
、

0
0
五
語
、
延
べ
四

四、

O
九
三
語
の
語
数
を
持
っ
て
い
る
。

ζ

の
作
品
は
、
成
立
年
代
未
詳
と
は
い
え
、
「
源
氏
物
語
」
の
踏

襲
K
よ
る
平
安
中
期
以
降
の
作
品
で
あ
る
と
と

K
は
違
い
な
い
。
従

っ
て
、
主
要
語
葉
及
び
語
法
の
面
か
ら
見
て
も
特

K
際
立
っ
た
特
徴

は
見
受
け
ら
れ
念
い
。
し
か
し
‘
な
が
ら
、
使
用
さ
れ
て
い
る
語
の
品

詞
百
分
化
（
異
念
り
語
数
）
、
及
び
N
と
M
V
R
と
の
調
査
並
び

K

考
察

K
よ
っ
て
、
と
の
作
品
が
、
源
氏
物
語
以
上

K
物
語
的
左
轍
密

念
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
ζ

と
が
明
確

K
左
っ
た
。

ま
た
、
作
品
を
読
ん
で
も
強
く
感
じ
る
事
で
あ
る
が
、
各
品
詞
の

主
要
語
嚢
を
分
析
・
考
察
す
る
と
、
心
理
描
写
の
細
や
か
さ
が
知
実

K
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
草
木
類
等
の
語
実
が
極
端
K
少
な
い
ζ

と
か
ら
も
、
自
然
描
写
よ
り
も
、
登
場
人
物
の
心
理
を
描
ζ

う
と
す

る
作
者
の
主
題
意
識
が
明
確

K
走
っ
て
い
る
。

以
上
、
二
点
か
ら
源
氏
物
語
を
踏
襲
し
‘
な
が
ら
も
主
題
を
よ
り
明

確
K
絞
っ
て
、
揺
れ
動
く
女
性
心
理
を
描
と
う
と
し
た
作
者
の
執
筆

修
更
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
な
が
ら
、
こ
の
事
は
逆
に
言
え
ば
、

「
書
と
う
と
思
う
事
し
か
書
い
て
念
い
」
と
い
う
技
巧
を
凝
ら
し
て

い
念
い
直
接
的
念
文
章
で
あ
る
も
言
え
よ
う
。

動
調

K
つ
い
て
み
る
と
、
平
安
中
期

K
は
奈
良
時
代
の
四
段
活
用

二
段
化
す
る
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
。

ζ

の
作
品

K
於
い
て
は
、
一

部
で
は
あ
る
が
、
「
乱
る
・
忘
る
」

K
古
い
活
用
の
型
（
四
段
活
用
）

が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
・
な
が
ら
、

ζ

の
用
法
は
非
常

K
限
ら
れ
た

場
合
K
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。

と
の
よ
う

K
、
古
い
も
の
が
残
っ
て
い
る
一
方
で
は
、
音
便
形
が

他
作
品

K
比
し
て
高
い
比
率
で
起
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
女
流
文
学

で
は
用
い
ら
れ
る
事
が
殆
ど
な
い
援
音
便
が
一
例
で
は
あ
る
が
存
在

し
て
な
り
、
著
者
の
調
べ
た
限
り
他
作
品

K
は
存
在
し
左
い
サ
変
の

音
便
現
象
も
一
例
見
ら
れ
る
。

音
便
現
象
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
、
作
品
を
特
徴
付
け
る
の
は
無
謀

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
念
謂
わ
ば
異
例
の
音
便
現
象
が
現
わ
れ
て
い

る
ζ

と
は
、
源
氏
物
語
周
辺
の
物
語
類
の
中
で
は
一
つ
の
新
し
さ
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
新
し
さ
」
と
い
う
と
と
は
、
敬
語
の
使
用
範
囲
が
広
〈
念
っ
て

い
る
と
い
う
点
か
ら
も
裏
付
け
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

語
学
的
念
調
査
、
分
析
の
み
で
作
品
を
絶
対
的

K
規
定
す
る
事
は

無
理
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
一
作
品
の
語
葉
、
語
法
を
次
第
K
明

ら
か

K
し
て
い
〈
事
が
、
作
品
理
解
の
一
つ
の
基
礎
研
究
と
な
り
、

ひ
い
て
は
、
そ
の
時
代
の
語
葉
、
語
法
を
体
系
付
け
る
大
き
左
基
盤

と
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
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